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②島根県の公共土木施設の現状　《資料　２》

①公共土木施設の現状　《資料　１》

　建設後４０～５０年を経過した公共土木施設の一部では、適切な維持管理が不十分であったことに

より、施設の老朽化が原因と考えられる劣化・損傷事例がみられる。

　今後、老朽化していく多数の施設をこれまでどおりに維持管理・更新していくと、必要予算の集中に

平成１８年度

技術管理課土木部

－
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改革推進会議「生活・社会基盤整備部会」　事業説明資料
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予算状況
(単位：百万円）
※マネジメント
会議組織事業

課の合計

・島根県が管理している公共土木施設のストック量は年々蓄積されている

H22

（取組方針）

よる財源不足となり、多くの施設で更新できないストックが発生する。

橋梁、トンネル、河川、港
湾等の社会資本の長寿命
化対策

公共施設の長寿命化対策

H19

・高度成長期に整備された施設の多くは建設後約４０年を迎え、大規模な修繕や更新の必要性を内
在している。

（今後の課題）

・今後各施設の老朽化が進行すると、現在の対症療法的な維持管理手法では十分な維持修繕費の
確保が難しくなり、既存の公共土木施設のサービス水準低下が懸念される

10

H20

Ⅱ安心して暮らせるしまね
５　生活基盤の維持・確保

施策の背景

・今後はライフサイクルコストの縮減を図る「予防保全」の考え方に立った戦略的な維持管理・更新を
行う

－

今後予想される、予算的制約下の中、土木部が所掌する公共施設について、適切なサービス水準を
継続的に確保する必要がある。
現在各施設において、これまでの対症療法的な維持管理から、効率的な維持管理手法の導入を目指
して、維持管理計画を策定し、一部の橋梁については、計画に基づいた維持管理の実施に取り組ん
でいる。これらの、維持管理の取組を土木部全体のマネジメント組織により実施することにより、施設
横断的な調整が可能となり、より効率的・効果的な維持管理が可能となる。

（現状）

・今後引き続き整備を進める必要がある施設については、今後も新規建設費が必要

・公共事業費は減少傾向にある。
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○土木部各施設の取組状況　《資料　３》

事業内容
○施設維持管理計画の策定～実施

　維持管理計画の実効性の向上、事業の確実な執行のため、土木部次長、本庁課長、地方機関の長
による維持管理マネジメント組織を設立する。

　維持管理方針に基づいた、施設毎の維持管理計画の策定とそれに基づく維持管理の実施

○維持管理に関する技術力向上

　土木部全体の維持管理に係る考え方（管理水準、優先度評価など）、計画策定～維持管理の一連
の事項についての基本的なルールの策定

○維持管理マネジメント会議の設立

○土木部全体の維持管理方針の策定

　維持管理を実施する上で、施設利用者や地域住民が参加できる部分があるか。また、その

○土木部全体の維持管理マネジメント

　土木部全体の維持管理マネジメント組織による、各施設の維持管理状況把握、進捗管理を行い、必
要に応じて施設横断的な予算調整、土木部全体での予算確保を行う。

　現在各施設において、施設別の維持管理計画を策定している。

　技術講習会や研修会を実施し、維持管理に関する技術力向上と意識の向上を図る

事業実施状況

今後の検討課
題

①長寿命化計画の考え方について

　現在取り組んでいる長寿命化計画の考え方についてご意見を伺いたい。

仕組みづくりについてご意見を伺いたい。（例えば日常点検など）

②施設維持管理の住民参加について

○土木部全体の取組　《資料　４》

・土木部全体の基本計画の策定

・土木部全体のマネジメント組織の設立（平成２２年６月２５日設立）
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公共土木施設の現状と課題
資料　１

供用中の橋梁の落橋事例

・供用後４０年経過

・供用後２５年経過

・供用後２４年経過

・アイバー（鋼材）の腐食
　と疲労による破断

・ＰＣ鋼線の腐食による
　破断が原因

・ハンガーを支えていた
　ピンの疲労破壊により
　吊径間落橋

落橋事例１

落橋事例２

落橋事例３

建設後長期間を経過した橋梁施設において、施設の老朽化

が原因と考えられる劣化・損傷事例がみられる
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建設後４０年以上を経過した橋梁

で発見が遅れると落橋事故につな

がるような大きな損傷が発見された

供用中の橋梁の劣化・損傷事例

高齢化する公共施設の増加



 
 

 
 
 
 

（資料 １）
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島根県の公共土木施設の現状 資料 2

累計延長

 高度経済成長期に建
設された橋梁が一斉
に更新期を迎える 
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島根県の橋梁劣化・損傷事例



 

※道路、河川、港湾、下水道、公園、砂防事業費のみを集計 

※道路、河川、港湾、下水道、公園、砂防施設の維持修繕費のみを集計 

※

※
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※H21年度は当初予算

※H21年度は当初予算


